
























 KUNは、ウルシ（Rhus verniciflua）90 g、ニレ（Ulmus hollandica）60 g、カギクルマバナ
ルコユリ（Polygonatum sibiricum）50 g、クコ（Lycium barbarum）10 g、オタネニンジン（Panax 
ginseng）10 g、マンネンタケ（Ganoderma lucidum）10 g の 6種類の生薬を混合し、10倍量






























 ウルシ中の抗がん化合物であるルテオリングルコシド（luteolin 7-O-β-D-glucoside、MW; 
443.38）およびアピゲニングリコシド（apigenin 7-O-β-D-glucoside、MW; 432.38）が白血病細
胞に及ぼす効果について検討した。また、アポトーシス細胞を検出するため、核 DNA断片













それぞれの IC50値は Table 2に示す。 
 

















 IC50 (µM)  
MOLT-3 KG-1 K-562 
Luteolin 7.82 ± 0.72 15.43 ± 2.14 17.77 ± 5.98 
Apigenin 17.94 ± 1.52 19.43 ± 1.32 38.80 ± 7.53 
Luteolin glucoside 15.86 ± 1.33 31.87 ± 2.60 40.74 ± 6.32 




Fig. 2 フラボノイドが誘導する MOLT-3細胞の膜電位の変化 
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審 査 報 告 書  
東 洋 医 学 で は 、 多 く の 生 薬 成 分 が 抗 炎 症 、
抗 酸 化 、 抗 バ ク テ リ ア 作 用 な ら び に 細 胞 保 護
な ど の 目 的 で 古 来 使 用 さ れ て い る 。 そ の 生 薬
成 分 の 中 で フ ラ ボ ノ イ ド に よ る 研 究 が 多 く 見
ら れ る 。 近 年 フ ラ ボ ノ イ ド の 中 に 抗 腫 瘍 作 用
に も 関 与 す る と さ れ る が 、 そ の 機 序 の 詳 細 は
明 ら か で な い 。 さ ら に フ ラ ボ ノ イ ド は ウ ル シ
（  R h u s  v e r n i c i f l u a  S t o k e s ） に も 多 量 に
存 在 す る が 、 ア レ ル ギ ー 起 因 物 質 の ウ ル シ オ
ー ル も 含 有 す る た め 生 薬 製 剤 や 食 品 と し て の
利 用 は 避 け ら れ て き た 。 近 年 、 ウ ル シ オ ー ル
の 除 去 法 が 確 立 し 、 そ の 主 た る 成 分 の ル テ オ
リ ン な ら び に ア ピ ゲ ニ ン の 利 用 が 可 能 と な っ
た 。 さ ら に フ ラ ボ ノ イ ド の 抗 腫 瘍 作 用 は 多 種
の が ん 細 胞 で の 研 究 が 見 ら れ る が 、 ヒ ト 急 性
リ ン パ 芽 球 白 血 病 細 胞 （ M O L T - 3 ） 、 急 性 骨
髄 芽 球 性 白 血 病 細 胞 （ K G - 1 ） な ら び に 慢 性
骨 髄 性 白 血 病 細 胞 （ K - 5 6 2 ） に お け る 成 績 は
皆 無 で あ る 。 従 っ て 本 論 文 で は こ れ ら を 明 ら
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か に し た 。  
研 究 内 容 は 、 先 ず ヒ ト に 対 す る 応 用 を 考 慮
し て 調 製 さ れ た K U N と 称 す 生 薬 混 合 成 分 の
ア ル コ ー ル 抽 出 液 （ ウ ル シ 9 0 g 、 ニ レ 6 0 g 、
カ ギ ク ル マ バ ナ ル コ ユ リ 5 0 g 、 ク コ 1 0 g 、 オ
タ ネ ニ ン ジ ン 1 0 g 、 マ ン ネ ン タ ケ 1 0 g ） か ら
減 圧 下 ウ ル シ オ ー ル 析 出 ・ ろ 過 除 去 に よ り 製
し た 粉 末 を 水 溶 液 と し て 、 既 述 ヒ ト が ん 細 胞
他 子 宮 頸 が ん 、 結 腸 が ん 、 乳 癌 な ど ７ 種 の が
ん 細 胞 で 細 胞 生 存 実 験 を 行 っ た 。 結 果 は 、 い
ず れ の 細 胞 も 生 細 胞 を 減 少 さ せ 、 お の I C 5 0
は 0 . 2 ～ 0 . 6 m g / m L の 濃 度 で 、 M O L T - 3 が 最 も
強 く 、 次 い で K G - 1 細 胞 で あ っ た 。  
ま た 、 核 D N A 断 片 化 試 験 、 フ ロ ー サ イ ト
メ ト リ ー に よ る ア ポ ト ー シ ス 評 価 試 な ら び に
カ ス パ ー ゼ - 3 な ら び に - 9 活 性 測 定 を 行 っ た
結 果 、 核 の 断 片 化 が 認 め ら れ 、 フ ロ ー サ イ ト
メ ト リ ー に よ る ア ポ ト ー シ ス 領 域 へ の 細 胞 集
積 を 認 め 、 さ ら に カ ス パ ー ゼ 活 性 を 認 め 、 細
胞 増 殖 抑 制 は ミ ト コ ン ド リ ア 伝 達 系 を 介 し た
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ア ポ ト ー シ ス で あ る こ と が 強 く 示 唆 さ れ た 。  
次 に 生 薬 中 の 成 分 ル テ オ リ ン グ ル コ シ ド お
よ び ア ピ ゲ ニ ン グ リ コ シ ド 単 体 の 作 用 に つ い
て 同 様 の 実 験 を 行 っ た 。 ２ 種 の 配 糖 体 な ら び
に ア グ リ コ ン は 増 殖 抑 制 の I C 5 0 は μ M オ ー
ダ ー で 、 M O L T - 3 細 胞 に お い て は ル テ オ リ ン
が 強 く 、 ア グ リ コ ン で は 7 . 8 2 μ M 配 糖 体 で
は 1 7 . 9 4 μ M で ア ピ ゲ ニ ン よ り 強 か っ た 。 こ
れ ら の 配 糖 体 な ら び に ア グ リ コ ン は K U N と
同 様 の ア ポ ト ー シ ス を 示 す 実 験 成 績 を 得 た 。
さ ら に 、 ル テ オ リ ン グ リ コ シ ド は 既 存 の 抗 腫
瘍 剤 で あ る ド キ ソ ル ビ シ ン 塩 酸 塩 と の 併 用 に
よ り 相 加 作 用 細 の 傾 向 を 示 し た 。  
以 上 の 結 果 は 、 こ れ ら の フ ラ ボ ノ イ ド 配 糖
体 は ミ ト コ ン ド リ ア を 介 す る ア ポ ト ー シ ス を
強 く 示 唆 す る も の で あ る 。 ま た 、 既 存 の 抗 腫
瘍 約 と の 併 用 か ら が ん の 化 学 療 法 に 補 助 的 利
用 を 示 唆 す る と 考 え ら れ る 。  
審 査 の 結 果 、 本 論 文 は こ れ ら の 点 か ら 学 位
に 値 す る と 判 断 さ れ た 。  
